
三陸総合研究
2 0 2 1 . 1 0  　第 4 6 号

公益財団法人







 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

























 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





申請者名 タイプ 事業概要 助成金額
（円）

1 株式会社津田商店
国立大学法人岩手大学 Ⅱ 缶詰製造工程での定量充填作業用省人化システムの研究開発

～複数魚種の焼成切身片の計測と搬送方法の確立～ 1,500,000

2 国立大学法人岩手大学 Ⅰ サクラマス種苗生産技術見直しへ向けた遺伝特性分析
～春遡上・秋遡上群の遺伝的差異と自然産卵床の遺伝特性～ 1,500,000

3
株式会社 石電機製作所
地方独立行政法人
岩手県工業技術センター

Ⅱ 高効率光触媒材料の新規開発による溶射式光触媒プレートの
性能向上 1,500,000

4 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 黒玉の粉体成形の品質向上に関する研究 1,485,000

5 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 陸上水槽を用いた貝毒除去技術開発 1,500,000

6 国立大学法人岩手大学
株式会社宮古マランツ Ⅱ 緊急告知防災ラジオの機能を拡張し広域に緊急情報を伝達す

る手段の研究 1,273,000

※タイプⅠ…大学等研究機関が実施する調査研究事業
　タイプⅡ…大学等研究機関と事業者が連携して実施する調査研究事業

　大学・研究機関等の知的資源を生かした三陸地域の振興に資するため、実用性・事業性の高い研究事業へ
助成を行い、その調査研究成果の普及啓発等により、三陸地域の振興に寄与する。

助成上限額　　150万円
助成対象者　　岩手県内に研究教育拠点を置く大学等研究機関及び三陸地域の事業者
助成対象経費　調査研究にかかる経費（材料購入費、外注費、機器リース料、旅費など）

助成件数　6件　　
助成総額　8,758,000円

目 的

内 容

実 績

調査研究事業
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申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

1 坂松農園 一戸町 一戸町産トウモロコシのプチギフト商品（１本入り）の開
発及びブランド力の強化 266,000

2 かるまいシリアルブランド
化女性推進協議会 軽米町 かるまいシリアルとかるまい若鶏のコラボレーション「シ

リアルチキンドック」の開発 500,000

3 なかつる 九戸村 九戸村の地域資源を活かした、健康に良い蕎麦セット（め
ん・つゆ）商品開発・パッケージデザイン開発 500,000

4 こちゃや 九戸村 オリジナルかき氷商品の開発とお持ち帰り商品やイベント
販売用パッケージデザイン開発 500,000

5 株式会社マルイ造形家具工
業 九戸村

自然豊かな地で生まれた、指物技術と県産材を使ったアウ
トドア家具の開発と九戸村道の駅おりつめ「オドデ館」で
の新シリーズ発表展示会開催による販路の拡大

500,000

6 まめぶの家 久慈市 北岩手の山里の魅力あふれる「荷軽部の山幸・里幸　彩り
弁当」の開発 500,000

7 清水商店 久慈市 日本一の白樺美林から白樺樹液のミストを！
全国のコロナ肌荒れを癒したい（白樺樹液ミストの開発） 500,000

8 へろまち産直工房 久慈市 新しい山形村名物、美しい赤い花が咲く「赤ソバ」を活用
したスイーツ開発 500,000

9 田野畑山地酪農牛乳株式会
社 田野畑村 田野畑山地酪農グラスフェッドビーフの新しい加工肉食品

の製造 373,000

10 特定非営利活動法人フォレ
ストサイクル元樹 岩泉町

林地残材・間伐材等未利用資源を活かした「森の木のお位
牌」の商品化に向けた商品及び販促ツール・情報発信ツー
ルの企画・開発

467,000

　地域の農林水産物や観光資源などの特性を生かした新商品開発や、国内外からの観光誘客促進に向けた受
入態勢の整備及びサービス開発にかかる経費に対する助成を行う。

目 的

助成上限額 50万円
助成対象者 県北地域又は沿岸地域に主たる事務所を置く事業者等
助成対象経費 新商品・新サービス開発や既存商品改良にかかる経費（原材料費、検査分析費、印刷製本費 
  など）及び販路開拓のための出展活動経費

助成件数　28件　　
助成総額　11,798,000円

県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業

内 容

実 績



申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

11 泉金酒造株式会社 岩泉町 「三陸の海と岩泉の森をつなぐエコボトルバック」の開発・
試作 310,000

12 株式会社菱屋酒造店 宮古市 新しいターゲットに向けた日本酒「男山」のラベルデザイ
ンのリニューアル 371,000

13 カズミスタジオ 宮古市 木目の美しい「マッサージプレート」の商品開発と美容サー
ビスの商品開発 500,000

14 揚げ屋 山田町 新事業「浜焼き・漁師の産直」のＰＲと新商品「あかもく
ラーメン」の商品化 500,000

15 佐兵衛家のてまひまきのこ
園 山田町 原木しいたけＰＲのための新規商品開発プロジェクト 270,000

16 株式会社富川屋 遠野市 豊かな地域文化を“学び”“感じる”スタディツアーの商品
開発 500,000

17 特定非営利活動法人遠野ま
ごころネット 遠野市 鹿革の商品開発 198,000

18 上閉伊酒造株式会社 遠野市 遠野産フレッシュホップを使用したクラフトビール商品（瓶）
の開発 492,000

19 岩間鉄工所 石市 石の鉄を使ったインターネット販売促進新商品開発、そ
れを用いた体験プログラムの開発 500,000

20 同和鍛造株式会社 石事業
所 石市 車両衝突対応型ボラード（車止め支柱）の開発 488,000

21 FROM NIPPON 石市 石地域の資源である木と鉄を活用したベンチ「FROM 
KAMAISHI」の商品化 309,000

22 三陸恵みの会 大船渡市 三陸特産小枝柿「柿の葉茶」ブランド化 484,000

23 綾里漁業協同組合女性部 大船渡市 未利用資源(ウニ)を活かした「浜のかあちゃん」の商品化、
販売体制構築 444,000

24 特定非営利活動法人三陸ボ
ランティアダイバーズ 大船渡市 環境保全型ダイビング「藻場再生スペシャリティ」の開発

とＰＲ 450,000

25 株式会社バンザイファクト
リー 大船渡市 未利用地域資源「メカブの中芯」を活かした高付加価値新

商品「わかめ塩」の企画・開発 492,000

26 ロッツ株式会社 大船渡市 オーガニックカカオを使用したチョコレート商品の開発 411,000

27 特定非営利活動法人ＬＡＭ
Ｐ 陸前高田市 りんごの木を使った新たな価値の創出「アップルサイクル」

（米崎りんごの原木から出た廃材を活用した木工品の開発） 223,000

28 一般社団法人トナリノ 陸前高田市 三陸の地域資源「養殖わかめ」の「茎」を消費に繋げる新
商品開発 250,000



　ネジを使わず、組立・分解が可能なアウトドア家具として七
輪囲炉裏やローテーブルなど計６商品を開発。このうち七輪
囲炉裏は、IWATE FOOD&CRAFT AWARD2020（主催：岩
手県、いわての物産展等実行委員会）クラフト部門において
特別賞を受賞。令和２年12月より順次販売を開始し、ECサイ
トなどを中心に販売。

県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業｜事例紹介

　増え過ぎたウニの食害などで海の藻場（もば）が激減する「磯焼け」現象を
食い止めるため自主的に実施してきた藻場再生活動を、一般のダイバーにも体
験できるメニューとして開発。地元ダイバーや大学生を中心に環境保全に取り
組む新たなダイバーが育っている。

　新事業「浜焼き・漁師の産直コーナー」を開
始。浜焼きは予約不要で、好みの量だけ食べら
れるスタイル。また、地域産品の「あかもく」を
使用したラーメンを開発し、お土産・及びECサ
イトで販売を開始。

●株式会社マルイ造形家具工業（九戸村）
　「指物技術と県産材を使用したアウトドア家具の開発」

新商品開発

●釜揚げ屋（山田町）
　「新サービス『浜焼き・漁師の産直』のPRと新商品『あかもくラーメン』の開発」

新商品開発 新サービス開発

●特定非営利活動法人三陸ボランティアダイバーズ（大船渡市）
　「藻場再生を体験する環境保全型ダイビングの開発・PR」

新サービス開発

浜焼き・漁師の産直 
山田せんべいの製造スペースを
改装して新設したサービス

地域産品「あかもく」を活かした新商品

南部箪笥づくりの
指物技術を活かした

アウトドア家具
ネジなどを使わず、
組立・分解が可能

七輪囲炉裏 



●株式会社菱屋酒造店（宮古市）
　「日本酒・男山のラベルデザインリニューアル」

●特定非営利活動法人遠野まごころネット（遠野市）
　「革のカシミア・鹿革の商品開発」

　深刻な農作物被害のために駆除された鹿の皮を、革
として生き返らせ、被災地域の障がい者が製品化。

震災復興10周年記念ボトル
「港に朝日、水面の光」

　2021年３月、東日本大震災
津波から10年という節目に向
けて、今までの感謝の気持ち
とこれからに向けた思いを込
めた商品ラベルリニューアル
の取組み。
　県内の書道家や写真家など
の若手チームにより、これま
でのイメージを一新する商品
が完成。

なめらかな手触りの鹿革のネームホルダー

［県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業］

　未利用の三陸わかめのメカブの中芯をそのまま活か
し、食塩を足さずに作る「わかめ塩」を企画・開発し
た。塩分の摂り過ぎにならない、健康的なイメージを商
品パッケージやPRにつなげている。

●株式会社バンザイファクトリー（大船渡市）
 「わかめ塩『アルガソルト』の企画・開発」

　田野畑の山に放し飼いで、野草を食べて育ったグ
ラスフェッドビーフを使い、高品質のハンバーグやコン
ビーフなど４種類の商品を開発。既存の乳製品と並ぶ
新商品群を安定した
品質で提供できるよ
うになり、販路の拡大
に取り組みを続けて
いる。

田野畑の土地香る
肉の旨みを楽しむハンバーグ

●田野畑山地酪農牛乳株式会社（田野畑村）
   「グラスフェッドビーフの新しい加工肉食品」

　全国的に高い品質で知られ
る乾椎茸のブランディングに
向けた取組み。乾椎茸を生か
した加工食品を試作し、嗜好
調査やパッケージデザインを
検討。

●佐兵衛家のてまひまきのこ園（山田町）
　「原木しいたけPRのための
　  新規商品開発プロジェクト」

　ウィズコロナの時代にマッチした観光のあり方を見据
え、調査と検証を繰り返し、遠野の文化資源を活かした
スタディーツアー商品を開発し、PR動画、写真を制作。

●株式会社富川屋（遠野市）
　「豊かな地域文化を学び感じる
　  スタディツアーの商品開発」

新商品開発 新商品開発

新商品開発新商品開発

新サービス開発新商品開発



申請者名 主な
活動地域 事業概要 助成金額

（円）

1 株式会社富川屋 遠野市 コミュニティ発　地域文化ガイド育成事業 1,000,000

2 BEER EXPERIENCE株式会
社 遠野市 ホップ畑やクラフトビール等の地域資源を活かしたビア

ツーリズム事業 672,000

3 ゼロスポット 石市 まちなかアートでまちも心もカラフルに！ 495,000

4 こんたでぃーの遠野 遠野市 伝統野菜「琴畑かぶ」をはじめとする遠野産野菜の栽培コ
ミュニティの育成・活性化事業 864,000

5 一般社団法人大船渡市観光
物産協会 大船渡市 三陸・大船渡の魅力を伝える地域着地型商品造成事業 560,000

内 容
助成上限額 100万円
助成対象者 県北地域・沿岸地域を対象に活動する団体
助成対象経費 取組を実施するために必要な経費（外部専門家への謝金、会場使用料、機器レンタル料など）

目 的

実 績

　持続可能なコミュニティ形成や伝統文化の維持継承など、地域課題の解決のため、地域住民が主体となる自
立的な取組や、その取組を担う人材を育成する取組に対し助成を行う。

助成件数　５件　　
助成総額　3,591,000円

コミュニティ活動・人材育成事業



コミュニティ活動・人材育成事業｜事例紹介

事業名▶コミュニティ発 地域文化ガイド育成事業
団体名▶株式会社富川屋

活動紹介（主な活動）
　株式会社富川屋は、遠野地域で地域文化のブランディングや情報発信を中心に活動している。
　2017年1月から「遠野物語」など豊かな東北の地域文化を現代に生きる人々の糧にすべく、様々なフィー
ルドワーク「to know」を開催し、これまで500人以上が参加している。
　この活動を通じ、世代を超えた地域の文化や伝統に興味を持つ方 と々のコミュニティが形成されてきたこ
とから、数年後を見据え地域文化ガイドの育成に取り組んだ。
　本事業では、遠野地域の各エリアでツアーコースの調査を重ね、ガイド育成に必要なテキストマニュアル
を作成し、コミュニティ発のガイド候補6名の育成を行った。

　有名な観光施設や、見てすぐ理解できるものがあまりない遠野地域にとって、なんてことのない景色だと
しても、実は面白い物語の舞台であることなどをきちんと伝えることのできるガイドの存在は非常に重要だ
と考えています。
　本事業でガイド人材の育成ができ、旅人と土地を繋ぐ存在を増やすことができたのはよかったと思います
が、遠野地域は東京23区が入るほど大きい土地ですので、まだまだガイドを増やし、この民話のふるさとを
深く満喫できるサービスを充実させていきたいと思います。

今後の活動

ツアーコース調査の様子

専門家（レナータ・ピアッツァ氏）
との打合せ

ツアーガイド候補講習会の様子

作成したツアーガイド
育成用テキスト



［コミュニティ活動・人材育成事業］

事業名▶ホップ畑やクラフトビール等の地域資源を活かしたビアツーリズム事業
団体名▶BEER EXPERIENCE株式会社

活動紹介（主な活動）
　BEER EXPERIENCE株式会社は、農業法人であり遠野地域でビールの原料ホップの栽培とビールのおつ
まみ野菜遠野パドロンの栽培を中心に活動している。
　事業の一環として、遠野産のホップやビールを他の地域にはない重要な地域資源と捉え、ビアツーリズム
事業を行ってきた。
　その活動を通じ、ホップ生産量の減少、後継者不足、若い世代を引き寄せる観光資源の不足など地域の
課題を解決するため、遠野エリアの事業者との積極的な連携のもと、ツーリズムの新サービスの検証や、認
知度向上を図った。
　本事業を通じ、醸造所内にビールの醸造工程を学べるパネル展示やホップがビールになるまでを知るこ
とができ、体験できる環境を整備した。

　コロナ禍が続いておりますが、新型コロナウィルス感染対策をしっかり行った上で今回作成した英語版
webページやビール醸造所内のコンテンツを活かしたビアツーリズムを企画し販売してまいります。
　今回の取組みでは、繁忙期の夏だけでなく秋～春の集客が期待できるコンテンツができたため、一年を
通して観光客にビールの里・遠野を楽しんでいただけることを期待しています。

今後の活動

スタッフの手で
見学コーナーを設営 

新たに開設した英語版webページ

パネル展示や説明ツールを使って、
見学者の受入れを検証



［コミュニティ活動・人材育成事業］

活動紹介（主な活動）
　ゼロスポットは、釜石地域の市民参加型ワークショップ「釜石○○（まるまる）会議」から生まれたグループ
で、2020年2月には、家族連れや市民150名以上が参加する「仲見世お絵かき大作戦」を開催し、主にアート
を通じた地域活動を行っている。
　釜石市が行ったアンケートでは、まちづくりなどの市民活動に参加していない方が多く、また、岩手県の意
識調査では、文化・芸術に触れる機会が少ないことが公表されており、より身近で気軽に鑑賞でき、制作に参
加できる活動を進めることで、地域の活性化、市民の意識向上やコミュニティの形成に寄与できると考えた。
　本事業では釜石出身の芸術家である小林覚氏や地元中学生、事業の中で繋がった現代美術作家濱口芽氏
らと連携し、釜石地域6箇所で参加型のアート制作活動や、体験イベント、ライブアートを開催し300人を超え
る参加があった。

事業名▶まちなかアートでまちも心もカラフルに！
団体名▶ゼロスポット

　今回の活動を通してアートの力、可能性を再確認できたものの、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影
響で予定していたイベントが中止になるなど、思ったような活動ができていない状況です。しかし、今回の活動
に興味を持たれた方々から「自分たちもやってみたい」とのご相談をいただき、実際に打ち合わせをし、実現に
向けて協力するといった、小さな活動は続けているところです。
　今後も他の団体などと協力しながら、イベントの開催やパブリックアートの制作などといった活動を続け、
アートをより身近なものにすることで、ものをつくること、表現することの楽しさを感じてもらい、町だけでなく心
にも彩りを増やせたらいいなと思います。また、SNSなどを通し、離れた人ともアートで繋がれるような仕組みを
作りたいと考えています。

今後の活動

sofo-café での壁画制作

仲見世通りで開催した
「お絵描きイベント」

防潮堤でのアート制作の様子

コンテスト受賞作品と記念撮影
（coba kamaishi marudai）



［コミュニティ活動・人材育成事業］

活動紹介（主な活動）
　こんたでぃーの遠野は、遠野地域の農業従事者を中心とする組織で、遠野産野菜の栽培や流通、販売
活動を行っている。
　また、活動の一環として、岩手県立遠野緑峰高校が種の存続が途絶えかけた遠野産伝統野菜「琴畑かぶ」
の栽培復活に成功し、学校内の敷地で試験栽培を行っていることに着目し、伝統野菜「琴畑かぶ」の栽
培普及と地域コミュニティ形成、後継者育成に取り組んだ。
　本助成事業においては、遠野緑峰高校や専門家と連携し、「琴畑かぶ」の認知度向上を図り、秋迄に
約80kg（前年対比40％増）の収穫量を確保し自社ECサイト、東京・大丸有地区で販売が可能となった。
また、先進事例視察や講義を全3回開催し、70名が参加した。

事業名▶伝統野菜「琴畑かぶ」をはじめとする遠野産野菜の栽培コミュニティの育成・活性化事業
団体名▶こんたでぃーの遠野

　遠野地域に古来より受け継がれてきた伝統野菜「琴畑かぶ」を次世代に継承できる生産基盤・販路開
拓にまずは力を入れ、県内外、特にも首都圏へ情報発信をしていきたいと思います。
　また、岩手県立遠野緑峰高校生産技術科の生徒と連携しながら、「琴畑かぶ」の加工品開発にも今後
力を入れ、年間を通して「琴畑かぶ」関連商品を販売できるようにしていきたいと思います。

今後の活動

山形大学江頭教授による公開講座の様子

葉が長く、赤い色素を持つ琴畑かぶ

料理人による琴畑かぶを使った
料理講習会

好評の琴畑かぶの加工品

こんたでぃーの遠野の皆さん



［コミュニティ活動・人材育成事業］

事業名▶三陸・大船渡の魅力を伝える地域着地型商品造成事業
団体名▶一般社団法人大船渡市観光物産協会

活動紹介（主な活動）
　一般社団法人大船渡市観光物産協会は、平成26年２月に法人化し、観光物産宣伝や観光客の誘致促進、
観光資源の保全・磨き上げ、特産品の開発及び販路拡大など、大船渡地域の総合的な観光物産事業の振興を
図っている。
　協会では、東日本大震災以降、観光客のニーズに変化があることや、天候に左右される体験型観光コンテン
ツの見直しの必要性を感じた。
　その課題に対し、細かなニーズに対応し、持続可能で地域着地型のコンテンツを充実させるため、幅広い観
光客の受入れに対応できる地域資源の知識を有する市民ガイドの育成を進めてきた。
　令和２年度には、専門家による講義やフィールドワーク、ワークショップ（全5回）を開催し、大船渡地域をは
じめ、気仙地域から一般市民、観光業従事者、自治体関係者、市民ボランティアガイドなど幅広い業種から29
名が参加した。また、今回の活動を通じ、立場の違う参加者がぞれぞれの意見を出し合うことで、継続的な活動
を見据えた協力体制を築くきっかけづくりができた。

　地域の課題解決のためには、「ガイドの重要性」「着地型商品の造成」「持続可能な観光地づくり」が重要である
ことを再認識した。また、着地型商品づくりのワークショップでは、受講生の皆さんがおすすめのコースでお客様を
もてなし、案内したい気持ちが熱く伝わる内容であったことから、「ヒト」に注目し、名物ガイドが案内するガイドツ
アーの育成及び開発を進め、今後もブラッシュアップし、商品化・販売を目指した取り組み方法を加えたうえで、こ
れを利用する観光客の増加を図り、ガイドを利用した付加価値の高い観光スタイルを定着させたいと考えている。

今後の活動

フィールドワークの様子
（長林寺にて）

ツアー検証の様子
（小石浜漁港）

専門家（インアウトバウンド仙台･松島）
による観光セミナー

最終回は、参加者が考案した
オリジナルツアーを発表



申請者名 開催地 事業概要 助成金額
（円）

1 三陸花火競技大会実行委員会 陸前高田市 岩手・さんりく花火大会（仮）による観光・交流人口
拡大事業 13,666,000

内 容

目 的

実 績

イベント開催事業

　三陸地域の活性化及び交流人口の拡大に向けたイベント（震災復興に資する取組、また三陸地域として広域
的波及効果がみられる取組と認められるもの）の開催経費に対する助成を行う。

助成件数　１件　　
助成総額　13,666,000円

助成上限額 1,500万円（当該事業に要する経費が500万円以上のもの）
助成対象者 地域振興活動団体
助成対象経費 イベント開催に係る経費（謝金、旅費、広告宣伝費、会場等使用料など）



●三陸花火競技大会実行委員会
　三陸花火競技大会実行委員会は、令和 2年 10 月 31 日、陸前高田市にて三陸花火大会 2020 を開催した。
東日本大震災津波後、同市で初めてとなった花火大会で、「尺玉」と呼ばれる大型花火や華やかなスターマイ
ンなど、約 14,000 発の花火を打ち上げた。
　新型コロナウイルス感染症対策として、人との距離を保って花火を楽しむボックス席や車の中で眺めるド
ライブイン席も用意。また、遠方から無理に会場に足を運ばなくても楽しめるようオンライン配信も行った。
複数の高画質カメラやドローンを駆使し、マルチアングルで撮影した動画をライブ配信し、司会者が会場の
様子を伝えた。花火打上前には、人気歌手の音楽ライブや郷土芸能ステージを開催。三陸の食を楽しめる飲
食エリア（さんりくフードビレッジ）と特産品の物販エリアを設けた。ボックス席などの有料エリアには、
約 1万人の来場者があり、ライブ配信の総視聴者数は、約 6千人となった。
　全国の花火師たちが技を競う「三陸花火競技大会」の開催を目指し、プレ大会と位置付けて開催した。今後も、
大会の運営に若者が活躍し、長く続く大会を目指し、三陸全体の観光振興、交流人口拡大につなげていきたい。

イベント開催事業｜事例紹介

14,000発の花火が
打ち上げられた

感染対策が取られた観覧エリアの様子 さんりくフードビレッジ
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